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ポリクリを終えて

歯学科 5 年　清　野　貴　仁

時が経つのは早いもので、私達52期生は既にポ
リクリを終え、最終課程となる総診での臨床実習
が始まり、数ヶ月が経ちました。 5 年間共に学ん
できた友人達との学生生活も、あっという間に終
わりが訪れそうに感じる今日この頃です。

今年は新型コロナウイルスの影響で例年よりも
2 ヶ月程対面実習が始まるのが遅れ、ポリクリも
大学病院の外来での見学を行わないといった規模
を縮小したものでした。そのような状況の中でも
先生方のご尽力により感染対策をしっかり行った
上で相互実習を行うことができ、学生にとって大
変有意義なものになったと思います。

思い返すと、ポリクリでは主体的に学ぶ機会が
多かったと思います。今まではファントムを相手
に行っていた処置を相互実習では人間相手に行う
わけですから責任と緊張感が生まれて実習前には
自分の知識不足を補うために予習をし、終わった
後は復習を必ず行いました。

学年が上がる度に少しずつ臨床系の講義や実習
内容が増えて、 5 年生になった時点では全ての教
科を一通り学んだはずですが、それらはあまり身
についていなかった気がします。決して 4 年間を
適当に過ごしてきたわけではありませんが、90分

間の講義を受動的に学んできた結果だと後悔もし
ました。

ポリクリの反省点を 1 つ挙げるとすると、「目
の前の作業だけに気をとられて、周りが見えてい
ない」ということです。ファントムを使った練習
とは違い、本物の人間に対する診療では、口腔内
の処置を行う部位だけでなく、全身への気配りが
重要であり、今の私の場合は、 1 つ 1 つの作業に
手一杯になっているように思います。今のレベル
では、全てのことを自分ひとりで行うことは難し
く、インストラクターの指導や手助けが必要な場
合が多々あり、患者さんに長期間、何度も通院し
てもらわねばならないことも充分考えられます。
しかし、途中で諦めることなく、臨床実習を通し
て、より多くのことを学びたいと考えています。

技工室での 1 枚
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がせめぎあい、新潟大学Bコースで前半半年は富
山県の病院を選択しました。後半はどうしたもの
かと考えていたところ、「就職すると女性歯科医
師というだけで小児をふられるらしい」という噂
を耳にして、これは大変と小児歯科学分野にお世
話になることにしました。研修終了後は富山に帰
るのだろうというのが元来のぼんやりとした人生
設計だったのですが、半年実家で過ごしたら思い
のほか窮屈でもはや一人暮らしでないと耐えられ
ない身体になってしまったことに気づき、ちょう
どその頃上司に「やりたいことがないのなら大学
院でモラトリアムしたらよい」的な助言をいただ
き、実行してみることにしました。

もともと小児の扱いには苦手意識もあり、大学
院での診療は四苦八苦した思い出が強いです。泣
かせてしまうこともしばしばで、保護者の方の冷
たい視線にしどろもどろ言い訳したりしていまし
たが、患者様の成長というのは早いもので、次第
に上手に治療を受けられるようになったり、学校
の様子をお話ししてくれたりして、外来診療の楽
しさを教えてもらいながら成長させていただきま
した。

大学院修了後は、一度大学を離れてみたいと
思っていたところ、鹿児島県の小児歯科専門医院
に就職する機会をいただき、 3 年間勤務しまし
た。雪の代わりに灰が降る環境は新鮮でしたが、
開業医ならではのスピード感や簡潔明瞭な患者説
明の重要性など歯科医師として学ぶことも多くあ
りました。鳥刺しがスーパーに売っているところ
も非常によかったです。

この春よりまた母校に勤務する機会を得、つく
づく計画性のない人生だと自分でも思います。し
かし振り返ってみれば、その場その場で一番面白
そうな進路に飛びつく、というのはスタンスとし
て一貫しているのかなというのが感想です。

本当に自己紹介だけで終わってしまいました。
こんな未熟者ではございますが、今後とも何卒よ
ろしくお願いいたします。

❀

義歯診療科

村　上　和　裕

令和 2 年 5 月 1 日付で義歯診療科の助教を拝命
致しました、村上和裕と申します。コロナ禍真っ
只中の着任であったために、他分野の先生方と交
流する機会が無かったので、このような自己紹介
の機会をいただき非常にありがたく思います。

私は兵庫県宝塚市出身で、小・中・高、大学、
大学院全てが大阪ののどかな田舎町にありまし
た。大学時代はバスケットボール部に所属し、
パーティーピーポーな仲間に囲まれ、良くも悪く
もいろんな経験をしました。また、ラーメンが大
好物で、大学の放課後によく大阪・兵庫・京都の
ラーメン屋巡りをしておりました。

もともと開業志向でしたが、私が大学に残りた
いと思ったきっかけは顎顔面補綴診療でした。出
身大学の大阪大学歯学部では、当時准教授をされ
ていた小野高裕先生（現包括歯科補綴学分野教
授）の診療グループが、顎顔面領域の腫瘍患者に
対する補綴治療を行っていました。 6 年次の病院
実習で「噛めない」どころか「しゃべれない、飲
み込めない」といった口腔機能が著しく低下した
腫瘍切除患者に対して、どのような治療やリハビ
リを行えば最善の状態にできるかを議論し実践し
ていく先輩方のカッコイイ背中を見て、一般開業
医では絶対にできない、やりがいのある顎顔面補
綴診療をしたいと思い、大学に残る決心をしまし
た。大学院では新潟大学や食品会社とコラボして

「食品の機械的特性と摂食嚥下様相の関係性」に
ついて研究を行い、今後もライフサイクルにおけ
る口腔機能と食と健康について研究していきたい
と考えております。

生まれて初めて違う生活圏に移住することにな
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りましたが、新潟に移住してまず思ったことは、
「ラーメンの味が合わない」でした。新潟県民の
方に喧嘩を売る気は全くありませんが、同僚や学
生にオススメのラーメン屋を教えてもらい食べに
行っても、何度も行きたいと思える味にはまだ出
会えておりません。私は週に最低 2 回は通う天下
一品LOVERですが、天下一品が新潟には一軒も
無いことに大変驚き（絶望し）ました。もしも平
打ち細麺の豚骨醤油ラーメンで美味しい店を知っ
ていましたら、是非教えてください。しかしなが
ら、米や日本酒、魚介類は本当に美味しいし、
スーパーではレジのおばちゃんが袋詰めまでして
くれますし（新潟に来て一番感動しました）、最

近エスカレーターに乗ったら無意識のうちに左側
に立つようになったりしているので（大阪では右
側に立つ）、このまま 1 年くらい経ったら「ここ
が私のアナザースカイ！」とか叫んでいるかもし
れません。他にも書き切れないほどのカルチャー
ショックを受けていますが、小野高裕教授をはじ
め、分野スタッフや病院スタッフの方々のおかげ
で、非常に充実した新潟ライフを過ごしておりま
す。

最後になりましたが、新潟大学に少しでも貢献
できるよう努力していく所存ですので今後とも何
卒宜しくお願い致します。
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高度口腔機能教育研究センター
山　田　友里恵

2020年 1 月より、ミズーリ州セントルイスにあ
る W ash ing t on Un i v e r s i t y S t . L ou i s

（WashU）に留学する機会をいただき、visiting 
researcherとして研究に勤しんでいます。一般
的な留学報告と同様の形式でこちらの様子をご紹
介 し よ う と 思 っ た の で す が、 や め ま す。
COVID-19パンデミックをアメリカで過ごすとい
う、全く予測していなかった事態に遭遇しまし
た。こんな人類未曾有の危機の中、留学報告をす
ることはなかなかないと思うので、パンデミック
により研究室や生活がどんな風に変わったか、と
いうことにフォーカスしてお話ししようと思いま
す。

まずは簡単に留学先の紹介をします。WashU
は全米大学ランキングで毎年トップ10にランクイ
ンするトップレベルの教育機関であり、研究面で
は各分野で世界をリードする最先端の研究が行わ
れ て い ま す。 私 は 現 在、Department of 
GeneticsのJeffrey Milbrandt教授の研究室に
所属しています。遺伝性末梢神経変性疾患のモデ
ルラットを使用して、病態と発生機序の解明を

テーマに、日夜研究に励んでいます。
1 月に渡米し、生活がやっと落ち着いてきた 2

月頃から、ニュースでCOVIDの報道が増えてき
ました。ただ、対岸の火事といった感じで、危機
感はゼロ。それが 3 月 1 週目にアメリカ国内で感
染者が急増し、あっという間に 3 月下旬にstay 
at homeオーダーが出ました。そこから 2 ヶ月
間、全くラボに行けませんでした。この間は孤独
で本当に辛かったです。 5 月下旬からラボに行け
るようになりましたが、social distanceを確保
するために、シフトワークでラボ内の人数を制限
することになりました。私は朝シフトだったの
で、 7 時から終了時刻までノンストップで実験を
詰めこみ、帰宅後は夜までデスクワーク。その後
シャワー浴びてビール飲んで就寝、翌朝 5 時起
床。この生活スタイルを現在までずっと続けてい
ます。限られた時間でいかに効率よく作業するか
考えながら実験しているので、このスタイルで生
産性が低下したとは思いません。むしろベンチと
デスクで頭を切り替えてそれぞれ集中できるの

留学報告

ラボメンバーのお別れ会。多くのレストランはテイ
クアウトのみなので、公園で。

Black lives matterの暴動対策で、スーパーの窓ガ
ラスに木板が打ち付けられている
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で、私は気に入っています。ただ、ミーティング
がオンラインになってしまったことは残念です。
毎週のラボミーティング、 3 週間に 1 回のボスと
のミーティングも全てオンラインです。ジェス
チャーなしで、相手の表情を伺えずに英語でプレ
ゼンテーションするのはかなり大変です。どうし
たら聞き手が理解しやすいか、要・不要な情報の
選別、スライドを工夫してプレゼンするようにな
りました。

この原稿を書いている今、ちょうどアメリカに
来て一年経ちました。色々な意味で忘れられない

一年間でした。こんな時期でも、留学できたのは
本当によかったです。こちらで学んだこと、経験
したこと、出会えた人たち全てが私のかけがえの
無い財産です。このような貴重な機会を与えてく
ださった前田学部長、大峡教授、瀬尾教授に深く
感謝しております。また、日本でのプロジェクト
を引き継いでくださった丹原先生、留学中もエー
ルを送り続けてくださる高度口腔機能教育研究セ
ンター、口腔解剖学分野の先生方に、この場を借
りて篤く御礼申し上げます。



─ 55 ─

55

We have been in here for two years now. 
We have had the opportunity to get to 
know much of what I once dreamed of as a 
child. We visited temples, cities and beau-
tiful parks. The most impressive moment of 
this adventure so far was the possibility to 
climb Mount Fuji to its summit; I think it is 
an unforgettable experience. The effort and 
facing the adversity to finally reach the 
summit is without a doubt an experience 
that will treasure with me for the rest of my 
life.

During this time, we have also met valu-
able people, kind and willing to help us. I 
personally have been lucky enough to work 
side by side with people I never imagined I 
would meet; people of sacrifice and effort 
who give their best every day to get ahead. 
I am grateful for the opportunity to know 
their stories and see their way of facing 
life.

Living the movie: From Chile to Japan

Division of Oral and Maxillofacial Radiology
　Jorge Eduardo Saez Chandia

留 学 生 紹 介

It was 1994 that a little Jorge Saez, only 7 
years old, was about to start a new day. 
After greeting his mother and sister, the 
little boy started to eat breakfast. It was 
that Saturday morning when for the first 
time the animated series Captain Tsubasa 
was transmitted on Chilean television. And 
since then my interest in that far away 
country on the other side of the ocean 
called Japan was awakened.

Life went on and in 2005 I started study-
ing engineering. That year I quickly realized 
that it was not what I wanted. So with my 
parents’ support I decided to take a com-
pletely different turn and enter a career in 
the health field. Thanks to a series of fortu-
nate events I entered to study dentistry at 
the University of Valparaiso in 2006. After 
obtaining my dental surgery degree, I be-
gan my career as a specialist in oral and 
maxillofacial radiology at the University of 
the Andes. It was here that I discovered my 
passion for new technologies applied to 
oral medicine.

Sometime later, life presented a new op-
portunity. To know Japan, and not only to 
travel, but to live for a while there. My ner-
vous heart of excitement did not hesitate 
to support my wife 100% and we came to 
Niigata. 
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I hope to continue having the opportunity 
to meet new places and new people, each 
with their own stories. I have nothing left to 
do but thank everyone who has given me a 
hand, helped me and believed in me. “Gra-
cias Totales”.

Remember, if you have come this far it is 
because you have done well, keep being a 
good person, trust your knowledge, and 
never stop dreaming.
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退職によせて

よく遊び、よく学べ…ゆとりは自
分で作るもの

顎顔面口腔外科学分野　髙　木　律　男

今年 3 月末をもって定年
退職となります。故郷の長
野県飯田市から新潟に来て
早くも47年が経過しまし
た。この間、上越市の頸南
病院に 2 年半、アメリカに
半年、計 3 年間新潟市を離

れましたが、それ以外はずっと新潟市でした。当
初、海のない長野県から来て、米や魚のおいしさ
に圧倒され、夏になり枝豆も加わり、さらに日本
酒の美味さも加わり、完全に新潟人となりまし
た。長い間お世話になった歯学部から離任すると
いうことで、学生時代からの思い出話を皆さんへ
のメッセージとしたいと思います。

学生時代にはサッカー部に所属していました。
所属する予定ではありませんでした。全学の陸上
部に所属しました。そんなある日、学年対抗の
サッカー大会があり、サッカー部の大先輩の北林
先輩がキーパーを務める 4 年生チーム（サッカー
部の大木葉先輩や北村先輩も同じ学年）に、私が
入れた 1 点で勝利しました。クラスが集まり祝勝
会の会場にて、乾杯と同時に「入部おめでとう」
ということで、サッカー部入部が決まりました。
以後、練習と酒の日々が始まりました。

当時学部の 2 年目は授業時間に余裕がありまし
た。サッカー部の友人・垣内さんが根っからの映
画狂で、「面白くない映画を見ないと、面白い映
画の良さは分からない」という言葉に感化され、
年間248本を見ました。当時は二本立てや三本立
ての映画館もあり、尻が痛くなるほど映画館に
座っていたことも何日かありました。おかげで、
B級映画、怖い映画などなど、広い映画館の中、

たった一人では見るに耐えられない映画も見まし
た。後に親族となった大杉漣さんと話が合うとい
う、何が良い方向に向くかわからないと思い起こ
しています。

そんな生活の中でも、授業は朝から出ていまし
た。それだけが勉強時間だったからですが、まさ
に良く遊び、よく？学びであったと思います。さ
らにこれらの遊びの中から、人と話をすることが
好きになり、臨床実習以後、患者さんと世間話を
しながらの治療が楽しみでした。

口腔外科に残るきっかけもサッカー部でした。
後援会長の大橋靖教授との出会いは、私がマネー
ジャーをしていた当時のことでした。厳格な先生
で、たぶん誰も近寄りがたい存在であったと思い
ます。その第二口腔外科（現顎顔面口腔外科）に
は、サッカー部で一緒に汗を流した永山先輩、高
橋先輩が在籍していました。気が付いたら第二口
腔外科に入局していました。

そもそも口腔外科は学生の時にはほとんど実習
できるわけでもないですし、覚える内容は多岐に
わたり、卒後 1 年でそれを臨床に活かすことなど
できるはずがありません。とにかく、叱られて
も、文句を言われても、経験することで成長しま
す。 1 年目に先輩の傘の下でどれだけ叱られなが
ら経験できるかが勝負です。 2 年目になって後輩
ができると、後輩の前で叱られることはプライド
が許さず、徐々に引っ込むようになります。しか
し、 1 年目に 1 度でも経験していると、次の年の
1 年生とは異なります。幸い厳しくも優しい先輩
に恵まれ、夏休みのお盆の時には「じゃ夏休み取
るからよろしく」…気が付いたら、お盆の数日入
院患者さんは少ないものの 1 年目に一人で管理を
することになりました。急患で歯肉癌の患者さん
が紹介されて来てあたふたしたのを忘れません。
入院患者さんの管理は、医療の本質に迫るもので
あり、数か月でも是非経験してほしいと思いま
す。
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ゴルフは卒後 2 年目に始めました。大橋先生が
約 1 年間在外研究員として留学されていたことも
あり、その間に同級生に誘われて始めたのです
が、もともと自然が好きで、管理された綺麗な
芝・グリーン、そして倶楽部ハウスなどのたたず
まいに、何処かあこがれていたセレブの世界に
入った気分になりました。以後、頸南病院時代、
アメリカ留学中と 2 回に渡り入れ込んだ時期があ
りましたが、我流ゴルフで昼の飲酒が楽しみとい
う不真面目ゴルファーでした。先代の大橋先生
は、そのあたりを見直すようにと言うことで、ゴ
ルフ部の顧問に押してくださったのかと感じま
す。しかし、性格は変えられず、逆にゴルフ部は
親睦会的になってしまったのではないでしょう
か。部員、特に大橋先生時代にゴルフ部を作り上
げてきた先生方、石田コーチには申し訳なく思っ
ています。それでも、重谷先生はじめ多くの先生
方の協力のもと、ゴルフ部とともにゴルフを続け
てこられたこと（健康であること）は一番の喜び
です。結果がすべてではありませんが、競技ゴル
フでは勝ち負けは大きく、歯学体（デンタル）で
も優勝する選手が数名でも出たことは良き思いで
であり誇りでもあります。競技ゴルフをしていな
かった私が最初で最後に歯学体のエキシビション
に参加できると思った昨年、新潟大学歯学部ゴル
フ部が主催予定であった歯学体がCOVID-19蔓延

で中止になってしまいました。
もう一つ大橋先生から引き継がせていただいた

のが、口唇裂・口蓋裂の治療でした。大橋先生が
1983年から取り入れたHotz床併用二段階口蓋形
成法は、医局を挙げてずっと継続している研究
で、臨床のみでなく、基礎研究としても多くの大
学院生を生みだし、臨床に活かしてきています。
今は、医歯学総合病院として、一つの口蓋裂診療
チームとなり、形成外科や歯科矯正、言語治療室
などとのチーム医療の輪を広げています。これと
は別に、ミャンマーのヤンゴン大学歯学部と姉妹
校となったことから、ここ数年は口蓋裂症例を中
心とする医療支援を経験させてもらい、 6 年間で
60症例の手術と現地での日常を通して、留学とは
違うカルチャーショックを感じました。
「あるがままに」頑張ってきた大学生活48年（教

授生活22年を含む）でした。その他に留学のこ
と、仕事のことは同窓会誌にも書かせていただき
ました。いろいろと紙面を使わせていただき感謝
です。今は皆様のおかげで、良く学び、良く遊び、
良く仕事をしてきたと燃え尽きる寸前と感じてい
ます。

最後に、今後ますます新潟大学歯学部のご発展
と関係各位学生諸君のご健康を祈念し、退職の言
葉とさせていただきます。長年、お世話になりま
した。ありがとうございました。
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退職に寄せて

口腔保健学分野　山　崎　和　久

新潟大学に籍を置くようになってから早いもの
で40年が経ち、退職の時を迎えることになりまし
た。退職前最後の年が新型コロナウイルス感染症
の蔓延で、予定していた行事が中止や先送りにな
るなどの混乱は予想もしていませんでしたが、個
人的には大過なく節目の時を迎えられることに感
謝しております。一番の思い出は研究に係ること
ですので、それについて書かせていただきます。

私は神奈川歯科大学を1980年に卒業しました。
在学中は、大学院に進むなど全く考えておらず、
卒業したら開業医にしばらく勤めてから開業する
のかなと漠然と思っていました。ところが、臨床
実習もほぼ 3 分の 2 を終え夏休みにはいる直前、
歯周病学の教授に呼び出され、新潟大学の原耕二
教授が新潟出身者をリクルートしているので会う
だけ会ってほしいと言われました。教授の頼みに
NOと言えるはずもなく、生家のある十日町に帰
るのに回り道をして、原先生のお部屋を訪ねたの
が研究者としての道を選ぶことになる第 1 の転換
点でした。

原先生は就任されて 5 年足らずの新進気鋭、や
る気満々の教授で、歯周病学の重要性を熱く語る
姿に引き寄せられ歯科保存学第 2 講座（当時）に
残ることになってしまいました。同期入局者10名
を含めても総勢20数名の医局でしたので、原先生
が人探しをしていたのも納得した次第です。研究
生から大学院に入学し、親からは大学院だけとい
う約束で診療やアルバイトをしながらの研究生活
が始まりました。古き良きアットホームな医局で
は同期や先輩先生に本当に恵まれ、多くのことを
学ぶことができました。当時の仲間とは毎年温泉
での忘年会で旧交を温めています（写真 1 ）。

1980年代から90年代は歯周病学、歯周治療学が
最も急激に発展した時期と言っても過言ではない
と思います。red complex細菌の概念が発表さ
れ、次々とクローニングされた炎症性サイトカイ
ンや骨代謝関連遺伝子、明らかになった免疫細胞
の表面マーカーなどをターゲットにして病因論研

究が隆盛しました。GTR法の基本概念が示され
たのがこの時期です。学問の進歩を肌で感じなが
ら知識を得、研究ができたことは大変幸運でし
た。

学位の研究は口腔生化学の野原廣美教授のご指
導を受けました。野原先生のお人柄は、ご逝去さ
れた際に追悼文として同窓会誌に書かせていただ
いたので、詳細は割愛しますが、本当に素晴らし
い先生でした。野原先生をはじめ生化学の先生方
や原先生の薫陶を受け、早朝から深夜まで実験を
するという大学院生らしい大学院生活を送り、無
事に学位論文をまとめることができました。研究
することの意義や楽しさ（もちろんつらいことも
多々あった訳ですが）を学んだこの時期が第 2 の
転換点でした。大学院終了後は付属病院の助手に
採用され、診療、教育、研究の 3 足の草鞋を履き、
日々奮闘していましたが、縁あってオーストラリ
アのクイーンズランド大学に留学する機会を得る
ことができました。

留学先のボスであったGregory. J. Seymour
教授は歯周病の免疫病理学における若手の世界的
研究者でしたが、研究者としてはもちろん、臨床
家、教育者、家庭人としても素晴らしい方で、今
でも家族ぐるみで付き合いのある彼との出会いが
なければ、その後の人生はなかったと思っていま
す（写真 2 ）。自分自身の研究が海外でも知られ
るようになる前は、彼のラボでポスドクをしたこ
とで、海外の学会にでかけた際に多くの知己を得
ることができました。この留学が第 3 のそして最
大の転換点でした。

写真 1 　忘年会
2017年12月撮影



─ 60 ─

60

帰国後は新たな研究テーマとしてT細胞に焦点
をあてて歯周病の免疫病因メカニズムの研究を始
めました。今と違って研究費も潤沢にあった訳で
はありませんでしたので、ピペットチップを洗っ
て再利用するという、今の院生からは考えられな
いような状況でしたが、全く気にはなりませんで
した。一つの研究から新たな疑問とアイデアが浮
かび、それが科研費の獲得と新たな研究につなが
るといういい循環が生まれました。T細胞研究か
ら一つの認識抗原を同定しましたが、その分子が
動脈硬化症に関与していることを知り、歯周病と
全身の関連研究に発展していきました。

2004年に新設となった歯学部口腔生命福祉学科
に異動しましたが、周囲の理解もあって変わらず
研究をつづけることができました。外来患者さん
の協力による臨床研究で関連に確証を得て、マウ
スを使った因果解明に取り掛かったのですが、そ
れまで提唱されていたメカニズムとの矛盾に悩ん
でしまいました。たまたま腸内細菌の論文にたど
り着き、口腸連関に注目しました。飲み込まれた
歯周病原細菌が腸内細菌叢を変化させ、全身に悪
影響を与えるのではという仮説の樹立に至りまし
た。最初は解析を依頼した共同研究者も“ホンマ
かいな？”と半信半疑でしたが、2014年に発表し

た論文の反響は大きく、2020年12月現在で150を
超える引用回数を誇り、新たな学問分野として認
知されてきました。口腸連関研究で科学研究費の
基盤Aを 2 回連続で採択されるという幸運にも恵
まれ、研究は順調に進み、それまでの一連の成果
が評価され、2016年にIADRからDistinguished 
Scientist Award（写真 3 ）、2020年に日本歯科
医学会会長賞を授与されました。

溢れ出る研究のアイデアを形にするため実験を
してデータを出してくれたのはこれまで指導して
きた大学院生などです。彼らの頑張りなくしてこ
こまでの成果はありませんでした。在職中に29名
の学位研究の指導を行いましたが、そのほとんど
が数々の賞を受賞し、特に 5 名はIADR Hatton 
Awardの日本代表に選ばれ、 7 名の留学をお世
話しました。その人達がそれぞれの立場で活躍し
ていることは私の誇りでもあります。

最後に、ここまで来られたのは、節目節目で素
晴らしい人達に恵まれたということに尽きると思
います。どんな時もサポートしてくれた両親・家
族には感謝の言葉もありません。

これまでにお世話になった全ての方々に感謝し
つつ、新潟大学歯学部の益々の発展を祈りながら
筆を置かせていただきます。

写真 2 　留学時 写真 3 　IADR授賞式
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日本歯周病学会　学術賞

令和 2 年度　日本歯周病学会学術賞　受賞報告

高度口腔機能教育研究センター　前　川　知　樹

学 会 受 賞 報 告学 会 受 賞 報 告

この度、令和 2 年度日本歯周病学会学術賞を受
賞いたしましたのでご報告いたします。日本歯周
病学会学術賞は、歯周病学において継続して優れ
た業績をあげた研究者を対象としており、受賞課
題名は「内因性抗炎症分子DEL-1誘導における歯
周病治療法の基盤研究」です。本賞はこれまでに
発表した学術雑誌10報を選考対象としており、新
規性・独創性・発展性・応用性から審査されま
す。

歯周病は歯の喪失による生活の質の低下に限ら
ず、心疾患や関節リウマチ等の全身疾患の発症お
よび増悪に寄与することが示唆されています。私
は歯周病の制御を目指し、抗炎症作用を持つ
DEL-1分子に着目した研究を推進してきました。
DEL-1は炎症の進展に反し減少しており、DEL-1

の接種による炎症の制御と骨破壊の抑制が見込ま
れます。そこで、マウスおよびサルを使用した実
験的歯周炎モデルにてDEL-1の効果を示しまし
た。さらにDEL-1には、骨代謝や炎症制御の他
に、幹細胞の増殖と分化誘導機能があることや、
老化とともに減少することで加齢性炎症による全
身の炎症と骨破壊を引き起こすことも明らかにし
ました。今後はDEL-1の誘導による新しい歯周病
治療および骨再生療法への展開を目指していこう
と考えています。興味を持たれたかたはぜひ一緒
に研究をしてみませんか。ご連絡お待ちしており
ます。

今回の受賞にあたりご推薦いただきました多部
田康一教授および研究協力いただいた先生方に心
より感謝申し上げます。

学術賞の盾
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細菌叢の変動を介し内毒素血症を誘導し、さらに
インスリン抵抗性と全身性の炎症をもたらすこと
を報告してきました。（Arimatsu K et al., Sci 
Rep. 2014）病態への影響を明確にするため、今
回実際の疾患モデルとしてNAFLDモデルマウス
を使用し、腸内細菌叢・血清メタボロームの変動
とそれに伴う肝病態の悪化を確認しました。

現在腸内細菌叢というテーマは雑誌やテレビで
も多数取り上げられており、一般社会に広く知ら
れています。我々の研究により全身の健康におけ
る口腔の重要性を世界に発信したいと願っていま
す。

最後になりましたが受賞にあたり研究のご指導
をいただきました山崎和久教授、並びに歯周診
断・再建学分野の先生方にこの場をお借りして厚
く御礼申し上げます。

IADR Hatton Award

IADR/Unilever Hatton 
Divisional Awardを受賞して

歯周診断・再建学分野　山　崎　恭　子

2019年夏に東京で行われましたIADR Hatton 
Award国内選考会においてIADR/Unilever 
Hatton Divisional Awardを受賞し2020年度
IADR学術大会においてHatton Award2020最終
選考（Web開催）に参加いたしましたのでご報
告申し上げます。

演題 名は“Oral pathobionts aggravate 
NAFLD through modulation of gut dysbiosis.”
です。歯周病原細菌の嚥下により引き起こされる
腸内細菌叢の変動が、肝疾患であるNAFLDの病
態悪化を誘導するメカニズムについてマウスを用
いた動物実験を行い、その成果を発表いたしまし
た。我々の研究班では以前から歯周病と全身疾患
の関連について、腸内細菌叢の変動をキーワード
にそのメカニズムの探索を行っています。これ
ま で に、 代 表 的 な 歯 周 病 原 細 菌 で あ る
Porphyromonas gingivalisの経口投与が腸内
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様々である歯科病棟を対象としたものはこれまで
報告がありません。今回、病棟担当薬剤師による
疑義照会の中で口腔外科疾患を有する小児患者に
着目し、検討を行いました。その結果、疑義照会
が行われた小児患者はすべて処方変更があり、内
訳は用法用量に関する内容でした。小児患者では
個体間変動の大きいことを念頭に、最新体重の把
握に努め、適正な薬剤の用量を設計し、処方する
必要があると考えられました。

社会人大学院生の期間に 3 度目となる受賞をす
ることができました。こうした研究を薬剤師の視
点から継続し、医療の現場へ貢献できるように尽
力したいと思います。

最後になりましたが、本研究遂行にあたりご指
導を頂きました顎顔面口腔外科学分野の髙木律男
教授、児玉泰光先生、ならびにご協力頂きました
全ての先生方に心より感謝申し上げます。

日本小児口腔外科学会　学術奨励賞

日本小児口腔外科学会　学術奨励賞を受賞して

新潟大学医歯学総合病院薬剤部　顎顔面口腔外科学分野　吉　田　謙　介

はじめまして。新潟大学医
歯学総合病院薬剤部に所属し
ております、吉田謙介と申し
ます。現在、東 3 階病棟専任
薬剤師として歯科医師の先生
方とご一緒に仕事をさせて頂
きながら、社会人大学院生と

して顎顔面口腔外科学分野で臨床研究を学ばせて
頂いております。

この度、2020年度日本小児口腔外科学会学術奨
励賞を受賞いたしましたのでご報告させて頂きま
す。演題名は「小児口腔外科症例の処方投薬に関
する疑義照会の検討」です。

薬剤師業務の一つ、疑義照会（薬剤師が処方内
容に疑問点や不明点を感じた場合、処方医に内容
の確認を行うこと）において、乳幼児から超高齢
者まで幅広い年代の患者が入院し、対象疾患も
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ては重度う蝕に罹患している一方で、う蝕保有の
ない小児も存在し、二極化傾向にあるとの結果を
得ました。歯科医師、歯科衛生士は身近にいる不
適切な養育環境下の子どもや保護者に早期より関
わることができる位置にいます。そのため、患児
の口腔内の情報を軸に背景にある養育環境の変化
から“気づき”を得て、対応していくことが期待
されています。

今回の賞は、新潟市歯科医師会、児童相談所・
一時保護所、新潟大学口腔生命福祉学科、医局の
先生方のご理解とご協力により頂戴できたものと
存じます。また、ご指導下さった早﨑治明教授、
齊藤一誠先生、中村由紀先生をはじめ、小児歯科
学分野の先生方に心より感謝申し上げます。

日本障害者歯科学会　プロフィラックス賞

学会受賞報告

小児歯科学分野　野　上　有紀子

この度、第37回日本障害者歯科学会学術大会に
てプロフィラックス賞を受賞いたしました。今回
の学術大会は横須賀での開催を予定しておりまし
たが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け
Web開催となりました。視聴側としましてはス
ケジュールをアレンジできる自由度の高い学会大
会となりました。そのような中、「一時保護所に
おける被虐待児童の歯種別う蝕有病率に関する報
告」と題した発表にて賞を頂戴し大変光栄に存じ
ます。

私ども小児歯科学分野で社会貢献の一環として
一時保護児童の歯科健診、歯科保健指導を継続し
て行っている健診結果を基にご報告いたしまし
た。被虐待児童においては、小児のう蝕好発部位
が萌出後の早い段階で罹患しており、歯種によっ
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経損傷モデルにおける神経再生能の評価の面から
検討しました。

その結果、CEに含まれる成分は、ADSCsと
同様に神経系細胞に対し、促進的な効果があるこ
とがわかりました。

本研究は、末梢神経の再生を通して、下歯槽神
経の損傷によって引き起こされる痛みや異常感覚
を改善する可能性のある将来の臨床に繋がる研究
です。

なお、授賞式は、来年、北海道札幌市にて開催
予定の第49回学術集会で行われる予定です。

今回の受賞を励みに、今後も研究活動に邁進し
ていきたいと思います。

最後に、ご指導を賜りました岸本直隆先生、瀬
尾憲司教授、医局の先生方、ご意見をいただきま
した先生方にこの場をお借りして心より感謝申し
上げます。

歯科麻酔学会　デンツプライシロナ賞

第48回日本歯科麻酔学会学学術集会 
最優秀発表賞（デンツプライシロナ賞）受賞報告

歯科麻酔学分野　小　山　祐　平

この度、第48回日本歯科麻酔学会学学術集会に
おいて日本歯科麻酔学会最優秀発表賞（デンツプ
ライシロナ賞）を受賞しましたので報告いたしま
す。演題名は「脂肪組織由来幹細胞の抽出物が神
経系細胞に及ぼす効果の検討」です。

今年は当初、徳島での開催の予定でしたが、新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）のため、
学会初のウェブ開催となり、演題発表はZoom
ウェビナーでの発表形式となりました。初の発表
形式にちょっとした戸惑いもありましたが、程よ
い緊張感で、発表に臨むことができました。

本 研 究 は、 マ ウ ス の 脂 肪 組 織 よ り 幹 細 胞
（Adipose-derived Stem Cells : ADSCs）を
培養し、そこから細胞膜成分を除去した抽出物

（cell extract : CE）の末梢神経再生に及ぼす効
果を、CEに発現する血管新生タンパク質の解析、
Schwann細胞増殖能への効果、ラット脊髄後根
神経節由来ニューロンの突起伸長効果、下歯槽神
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初めまして、診療支援部歯科技工部門歯科技工
士の川島美咲です。私は2019年 4 月より新潟大学
医歯学総合病院診療支援部歯科技工部門の歯科技
工士として日々、業務に励んでおります。

私は岐阜県出身で地元の歯科技工士専門学校を
卒業した後、大阪大学歯学部附属病院の歯科技工
士研修制度を利用して、 1 年間基本的な臨床技術
や知識を学びました。そこで新潟大学の歯科技工
部門の求人を目にして応募しました。

新潟は今まで来たことがなかった場所で未知で
したがすごく住みやすく、自分自身とても気に
入っていますし家族や友人が来てくれた時もとて
も楽しんで貰えます。

また岐阜は海がない県なのでいまだに海に行く
と少しワクワクします。

ただ、今年初めて新潟の雪を経験しました。今
まで住んできたところと違って風が強いので体感
温度がかなり低いです。雪の量は地元とそんなに

変わらないのですが風がある影響でかなり寒いの
でまだまだ慣れるのは大変だなぁと感じます。

専門学校を卒業してそのまま就職するのは不安
だったため、もう少し実践的なことが学びたいと
思い大阪に行ったのですが、そこではじめて顎補
綴という分野を知りました。

そして興味を持ち、当時徳島で開催された学会
にも参加しました。

せっかく学んだことを生かしたいと思っていた
ところここの求人を見て応募したところ縁あって
採用をいただきました。

新潟に来て早いことにもう少しで 2 年が経とう
としています。

一昨年の長崎での顎顔面技工学会での発表な
ど、なかなかラボに就職していたらできなかった
経験ができていてとても新鮮です。

まだまだ未熟ですがこれからもよろしくお願い
いたします。

技工部だより

歯科技工部門　川　島　美　咲

技工部だより
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2019年 6 月より診療支援部
門　歯科技工部門に勤務して
おります。

歯科技工士の藤石美穂と申
します。三条生まれ、途中長
野県の諏訪地方に12年住んで
おりました。趣味は音楽を聴

くことでバンドのライブに行くのが好きなのです
が生憎のご時世で去年からご無沙汰しておりま
す。それまではライブ目的で東京くらいだと

「ちょっとそこまで」気分、日帰りでひょいっと
行っていました。今は代わりの趣味を模索中で
す。

技工の話に戻りますが、明倫短期大学を卒業後
こちらに来る前は技工所に勤めておりました。

主に義歯をやっておりましたが完全分業制で、
試適時の排列とワイヤー屈曲を担当していまし
た。分業制は設計に携わることもなく、ここでの
やり方とは全く違うので最初はかなり戸惑いまし

た。そもそも勉強する機会もなかったなんて言い
訳ですが、自分の知識不足に気落ちすることもし
ばしばです。このまま分業で一部分の経験しか積
めずに他で通用せずに一生を終えることに不安を
感じ転職を考えました。

ここでは技工全般の業務を担うので覚える事が
多いので大変に感じますが、まず普通の技工所で
はお目にかかれない症例を見る事ができることに
驚きました。

入職して 2 か月ほどでホッツ床をやるとは思っ
ていませんでした。患者さんにもお会いしたこと
が無かったので診療を見学させて頂いた時に患者
さんが不安に思っていることなどを聞いて気づく
こともあり、もっと良い物を作らなければと思い
ました。

まだまだ知識に乏しく、ご不便をかけることも
ございますが成長すべく頑張っていきたいです。

技工部だより

歯科技工部門　藤　石　美　穂
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令和 2 年度新潟歯学会第 2 回例会が11月 7 日
（土）に開催されました。前回と同様、新型コロ
ナウイルス感染症対策として、会場は新潟医療人
育成センター、会場参加者を演者（共同演者を含
める）と評議員に限定させていただきました。今
回から演者の演台には、アクリル製の透明パー
ティションが常設されており、新潟医療人育成セ
ンターでも新たな対策が講じられていると感じま
した。集会係としては、受付にアルコール消毒液
を準備し、演者毎にマイクとPCのアルコール清
拭を行うなどの対策を実施しました。

前回は参加者（会場およびZoom）を演者と評
議員に限定しましたが、今回は事前申請を条件と
して、希望される会員の方にはZoom参加してい
ただくことができました。学会当日は、学外 1 名
を含む77名（Zoom参加 9 名）の会員にご参加い

ただき、一般口演17題の発表が行われました。大
学院生の先生方を中心に日頃の研究成果が報告さ
れ、発表後には活発な質疑応答が行われました。
座長をお引き受けいただいた先生方、演者および
参加された会員の皆様ありがとうございました。

令和 3 年度新潟歯学会総会は、 4 月17日（土）
に新潟医療人育成センターで開催予定です。現時
点では歯学部施設使用の目処が立っていないた
め、今年度と同じく別会場で開催せざるを得ない
状況です。新型コロナウイルス感染症が早く収束
して、会員の皆様に歯学部講堂へお集まりいただ
き、通常通りに開催できることを願っています。
新潟歯学会に関する詳しい情報は新潟歯学会ホー
ムページをご覧ください（http://www.dent.
niigata-u.ac.jp/nds/index-j.html）。

令和 2 年度　新潟歯学会第 2 回例会報告

令和 2 年度新潟歯学会集会幹事
摂食嚥下リハビリテーション学分野

辻　村　恭　憲

新 潟 歯 学 会 報 告新 潟 歯 学 会 報 告

会場風景 1 会場風景 2 発表の様子



─ 69 ─

69

同窓会だより

副会長　野　内　昭　宏

2019年年末に中国で初発したといわれる新型コ
ロナウイルス感染症は、瞬く間に世界中に蔓延し
て猛威を振るっています。この原稿を執筆してい
る2021年正月現在、日本では 4 千人／日を、東京
でも 1 千人／日を超える新規感染者が発生する日
があるという、衝撃的な数字となっています。

当同窓会の活動も大きな影響を受けています。
集会形式の集まりは原則中止または延期とする代
わりに、リモート形式で可能な事業は極力開催致
しました。それはまた、遠方の会員との情報交換
が容易なものになるという思わぬメリットを生み
出しました。

例えば、 3 年ごとに行っていて今年度開催の巡
りに当たった支部長会議には、全国で19ある支部
のうち北海道〜近畿の16の支部長が一堂に会して
情報交換を行いました。この高い出席率は初めて
で、リモートだからこそできたことだろうと思い
ます。

また、2020年11月に開催した学術セミナーで
は、2018年 3 月いっぱいをもって大学を退職され

た福島正義先生（歯学科 8 期生）から「超高齢化
先進地域における超高齢者歯科−臨床奮戦する名
誉教授のつぶやき−」という演題でご講演頂いた
のですが、福島先生は勤務されている福島県昭和
村から講演されており、受講者は、遠くは北海
道〜近くは昭和村の隣町の会津若松まで、全国
津々浦々に及びました。

当同窓会の会員は、約 1 / 3 が県内に、約 1 / 3
が上越新幹線沿線に、残り約 1 / 3 がその他の全
国各地や海外に在住されています。以前から、特
に遠方に在住する会員に対してのサービスが問題
になっていたのですが、このようなリモート開催
で物理的な距離を一気に縮めることができるよう
になり、事業の可能性の幅も広がると考えられま
す。

日々感染の恐怖におびえ、自粛生活によるスト
レスや、先の見通せない不安や焦燥感の中にいる
私たちですが、マイナスのことばかりを考えるの
ではなく、新しい時代にいかに対応して新しい価
値や制度等を創成できるのか、また、いかに自分
を変えていけるのかを考えていく、そのような
チャンスととらえてみたいと思います。

同 窓 会 だ よ り同 窓 会 だ よ り

講演中の福島先生

支部長会議の様子
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令和 2 年度新潟大学歯学部同窓会
学術セミナーⅢ
超高齢化先進地域における超高齢
者歯科
─臨床奮戦する名誉教授のつぶや
き─を受講して

口腔生命福祉学科12期　春　山　海　帆

今回、新潟大学歯学部OGとして学術セミナー
を受講できたこと、大変嬉しく思っております。
また、新型肺炎流行の最中においてもオンライン
開催を採用し、この様な機会を設けてくださった
新潟大学歯学部同窓会の皆様にこの場をお借りし
て深く感謝申し上げます。

私は現在、社会福祉協議会の職員として障害者
の自立支援に従事しています。やはり高齢者、障
害者の口腔内の問題には思うところが多く、その
一方で歯科以外の日常生活上の支援をするのが精
一杯というのが現状です。歯科衛生士免許を取得
している社会福祉士としてなにか気付けること、
できることはないかと思い今回のセミナーを受講
させていただきました。

セミナーでは、福島先生がお住まいの80歳代人
口が最多という“超高齢化先進地域”において、
医療従事者、もしくは福祉職員の人数が限られる
中、地域住民の歯の健康を守るための考え方や方
法を学ぶことができました。

特に社協職員として興味深かったのが、福島先

生の診療所と併設している高齢者施設と連携し、
送迎サービスを組み合わせた歯科診療を行なって
いることです。通常は歯科医が施設や自宅へ訪問
し治療することが多いと思います。サービス提供
者が少ない以上、訪問日の調整、訪問先での器具
やスペースの確保の問題、患者や家族の負担など
を軽減する方法として送迎治療は非常に有効だと
思いました。

また、福島先生は患者の口腔内のみならず患者
の生活や人生を含めて診察していると感じまし
た。患者に負担をかけないよう通院回数が少ない
治療法を選択すること、材料に余命以上の耐久性
は求めず臨床操作性を優先すること、う蝕の予
防・進行の抑制をはかることなど、人生を支える
歯の治療を行っており、それは必ずしも口腔内の
完治を目指せばよいものではないということが伺
えました。

─無歯顎で生まれ、無歯顎で死ぬことは歯科の
敗北とは言えない。─

万人に対し教科書通りのサービスを提供するの
ではなく、対象者の生活にとって一番重要なこと
はなにか、よりよく人生を送る方法はないか、私
も日々の業務の中で模索していきます。

最後になりますが、卒業した後にも学ぶ機会を
与えてくださった同窓会の皆様に改めて感謝いた
します。またインターネットを介さずに直接お会
いできる日を楽しみにしております。
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歯学部に異動して

歯学部事務室長　近　藤　正　一

平成31年 4 月 1 日に脳研究所事務室長から歯学
部事務室長に異動してきました近藤正一と申しま
す。平成 4 年11月に公害等調整委員会事務局（現
在は総務省の外局）より新潟大学に出向してか
ら、本学での勤務も早28年となりました。財務
部、医歯学総合病院（管理運営部門）、脳研究所
事務室と学生・院生の皆さんに直接対応しない部
署での勤務が長く、直接対応する部署は人社系

（ 2 年間）と今回で 2 度目となります。歯学部異
動 3 日目の 4 月 3 日に本学の入学式に「初めて」
同席させてもらい、その流れから後援会総会・保
護者懇談会の受付、新入生懇談会の司会進行へと
目新しいことを経験し、その後も、学年暦が進む
中で新鮮な感覚を持ちつつ業務・行事等に対応し
てきました。

異動して 1 年半ほど経過しますが、歯学部の大
きな特徴として感じていることの一つが「学部全
体の一体感」です。学部長のリーダーシップの
下、ミッションの再定義で挙げた 4 つの強み・特
色に向け、先生方全体が教育・研究・地域歯科医
療にと熱心に取り組まれています。また、事務に

対しても協力的なご対応を賜り感謝いたします。
事務室としてもこの一体感の中で先生方との良好
な環境を継続しつつ事務的支援を行っていきたい
と思います。

二つ目が、「国際交流」に力を入れていること
です。部局間交流協定等の締結、海外での医療支
援事業・国際シンポジウムの実施、短期海外派遣
プログラムによる学生の派遣、海外大学院生等の
受け入れ等々、年間を通して何かしら行われ、事
務的支援も多種多様に先生方と調整のうえ対応さ
せていただいております。令和 2 年 2 月のインド
ネシアで開催した国際シンポジウムでは事務室か
らの事務支援者 3 名の一員として同行し、英語は
できませんが参加された先生方から色々とご配慮
いただき良い経験をさせていいただきました。残
念ながら同年 3 月以降新型コロナウィルス感染症
対策のため海外渡航などの人の行き来ができず、
リモートでの交流等へと活動が縮小しています
が、この状況が早く改善され、以前のように活発
な人の交流が再開されよう願っています。

◆ ミ ニ コ ラ ム ◆◆ ミ ニ コ ラ ム ◆

歯学部を支える方々
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一あしずつ

歯学部事務室総務係　五十嵐　未　来

歯学部総務係の五十嵐と申します。
令和元年10月に入職・歯学部に配属となり、 1

年と少しが経ちました。
伝票処理や契約、出張の手続き（現在は新型コ

ロナウイルス感染症の影響で殆ど無くなってしま
いましたが…）など、主に会計業務を担当してお
ります。

高校生の頃から教育に関する仕事に就きたいと
考えていたため、間接的に教育や研究のサポート
ができることを嬉しく思っています。

私は宮沢賢治が好きで、昨年、新型コロナウイ
ルス感染症の流行で戸惑いや不安を感じたときに
は、『銀河鉄道の夜』の中の「なにがしあわせか

わからないです。ほんとうにどんなつらいことで
もそれがただしいみちを進む中でのできごとなら
峠の上りも下りもみんなほんとうの幸福に近づく
一あしずつですから。」という言葉を思い出して、
元気を出していました。

今年は昨年よりも沢山の「一あしずつ」を重ね、
先輩職員のように先生方から頼っていただける職
員になれるよう、精進したいと思います。

先生方のお力になれるよう知識を増やしてまい
りますので、会計面でご不明な点がございました
ら、お気軽にお声掛けください。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

コロナ禍で写真を撮る機会がなく、昨年 2 月に随行させていただいたシ
ンポジウムの写真です
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教 職 員 異 動

異動区分 発令年月日 氏名 異動後の所属・職 異動前の所属・職

退職 R 2 ．9 ．30 上　原　文　子 医歯学総合病院医員 包括歯科補綴学分野特任助教

退職 R 2 ．10．31 伊　藤　晴　江 医歯学総合病院講師 歯周診断・再建学分野助教

任期満了 R 2 ．11．30 髙　波　里　帆 医歯学総合病院特任助手 摂食嚥下リハビリテーション学特任助手

任期満了 R 2 ．11．30 後　藤　理　恵 医歯学総合病院特任助手 摂食嚥下リハビリテーション学特任助手

退職 R 2 ．12．31 加　来　咲　子 歯学教育開発室特任助教

採用 R 3 ．1 ．1 髙　波　里　帆 摂食嚥下リハビリテーション学特任助手 医歯学総合病院特任助手

【事務等】

異動区分 発令年月日 氏名 異動後の所属・職 異動前の所属・職

退職 R 2 ．9 ．30 飯　田　麻美子 歯学部事務室総務係（育休代替職員）

採用 R 2 ．10．1 椎　谷　亮　子 歯学部事務室総務係派遣職員

学　部

【教員等】
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異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

採用 R 2 ．9 ．1 中　村　　　太 歯科総合診療部助教 歯科総合診療部医員

採用 R 2 ．10．1 曽　我　麻里恵 医療連携口腔管理治療部特任助教 歯科放射線科医員

退職 R 2 ．10．31 石　崎　裕　子 歯科総合診療部講師

昇任 R 2 ．11．1 伊　藤　晴　江 歯科総合診療部講師 医歯学系（歯周診断・再建学）助教

退職 R 2 ．11．30 坂　上　　　馨 矯正歯科助教

採用 R 2 ．12．1 髙　波　里　帆 口腔リハビリテーション科特任助手 摂食嚥下リハビリテーション学特任助手

採用 R 2 ．12．1 後　藤　理　恵 口腔リハビリテーション科特任助手 摂食嚥下リハビリテーション学特任助手

任期満了 R 2 ．12．31 髙　波　里　帆 摂食嚥下リハビリテーション学特任助手 口腔リハビリテーション科特任助手

採用 R 3 ．1 ．1 大　森　裕　子 矯正歯科助教 矯正歯科医員

【看護・診療支援部】

異動区分 発令年月日 氏名 異動内容 異動前の職名

育児休業 R 2 ．9 ．2 遠　藤　七　瀬 東 ３ 階病棟看護師

採用 R 2 ．10．1 高　田　綾　美 歯科衛生部門歯科衛生士

所属換 R 2 ．10．1 藤　野　あかり 東 ３ 階病棟看護師 東 ６ 階病棟看護師

育児休業 R 2 ．12．18 尾　潟　真　未 東 ３ 階病棟看護師

病　院

【教員等】
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編 集 後 記

年末年始のお忙しい時期にも関わらずご快諾いただき、ご寄稿いただきました教職員ならびに学
生の皆様に、この場を借りて心より感謝申し上げます。また、編集長の辻村先生におかれましても
私の不十分な編集のために多大なる迷惑をおかけしましたが、的確にとりまとめていただき、心よ
り感謝申し上げます。今回初めて歯学部ニュースの編集に携わり、いかに大変な労力の上で出来上
がっているのかを知りました。この雑誌が新潟大学歯学部に関わる皆様に役に立つ何かをお伝えで
きる一助になれば幸いです。

� 顎顔面口腔外科　上野山 敦士

まず初めに執筆にご協力いただいた先生、学生さんに深く感謝申し上げます。特に「卒業生から」
を執筆いただきました学生さんは、国家試験直前の時期にもかかわらず快諾をいただき、大変あり
がとうございました。私はこの度、初めて編集に関わらせていただきましたが、年に 2 回発行のこ
の冊子ができあがるために多くの人が尽力していることをあらためて実感しました。今年はコロナ
ウイルスの問題で、大学の状況が心配なご家族・OBの方が多かったかと思います。本冊子が少し
でも心配を解消する材料になることを願っております。

� う蝕学分野　枝並 直樹

まず、年末年始のご多忙中執筆を快諾していただいた皆様に心より感謝申し上げます。昨年から
コロナ禍により物事がいつも通りにできないことが多いと思います。今回の歯学部ニュースでは、
コロナ禍によって変化した学生生活や授業について多くの寄稿をいただきました。コロナ禍に対応
するための様々な工夫と努力を知っていただくことで、皆様の新たな生活様式への工夫に役立って
いただけたら幸いです。

� 歯科矯正学分野　大竹 正紀

最初に、ご多忙のところ原稿執筆をご快諾頂きました皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。
歯学部ニュースは学生のみならず教職員も良い刺激を受ける素晴らしい冊子だと思います。臨床・
研究・教育全てを網羅しており、その情報量と質のなんたることや！！（私の出身大学にはこのよ
うな素晴らしい冊子はありませんでした）。そのような歯学部ニュースの編集に少しでも携わるこ
とができ大変光栄でした。ありがとうございました。

� 摂食嚥下リハビリテーション学分野　那小屋 公太

この度、歯学部ニュース138号の編集長を担当させていただきました。現在、新型コロナ第 3 波
の真っただ中で、この原稿を書いています。多くの行動制限が求められているなか、新潟大学歯学
部では様々な工夫をしてコロナ禍に立ち向かっています。そこで今回は“コロナ禍の授業”という
特集を組み、学務係から教育全般について、 3 講座の先生方から教育における取り組みについてご
紹介いただきました。本号を通じて、少しでも本学の様子を知っていただけたら幸いです。ご寄稿
くださった皆様、編集にご尽力くださった諸先生方、編集委員に心から感謝申し上げます。

� 摂食嚥下リハビリテーション学分野　辻村 恭憲
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